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当法人は国連が提唱する持続可能な開発目標（SDGs）に賛同し、持続可能な社会
の実現に向け、以下の取り組みを実施していくことを宣言します。 

当法人の取り組み 

・SDGsとは、2015年9月の国連サミットで採択された2030年までに持続可能でより   
 よい世界を目指す国際目標です。 
・17のゴール・169のターゲットから構成され、地球上の「誰一人取り残さない（leave  
 no one behind）」ことを誓っています。 

 本宣言書は足利銀行のサポート 
 により作成しています 

事業活動を通じて「全ての人（利用者）が
ごく当たり前の生活ができること」の実現を 
目指します。 

人権・労働 

組織体制 

＜具体的な取り組み＞ 
・就労B型事業による障がい者の働く機会の提供 
・男性も含め育児休暇の取得推進など子育て支援
プログラムの充実 
・外国人含め職員の待遇向上や労働環境の整備 
 

経営理念「じしゅ・じりつ・じはつ」をあらゆる活動の
基盤として、法人・職員が心を一つにし、ステーク  
ホルダーと連携した組織体制を構築します。 

＜具体的な取り組み＞ 
・経営理念・目標の明確化 
・法令遵守に関する諸規程の整備 
・懇談会等を通じ地域関係者と対話を実施 
・BCP(事業継続計画)の策定 

社会貢献・地域貢献 
社会福祉法人として「十二のあったか宣言」を
掲げ、地域と共に持続可能な社会の実現に
貢献します。 

＜具体的な取り組み＞ 
・障がいをもった方が安心して生活できる環境の整備 
・「矢板市障がい児者相談支援センター」との連携と   
地域ボランティア活動の推進 
・地域イベントの主催・共催 

事業活動のあらゆる領域で環境負荷低減に
取り組み、持続可能な社会の実現に貢献し
ます。 

環境 

＜具体的な取り組み＞ 
・太陽光発電システムやハイブリット・EV車の導入 
・節電プログラムへの参加や照明のLED化促進 
・ビオトープの整備による水質保全の取り組み 
・温室効果ガス排出量の把握・削減 


